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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年4月3日(2008.4.3)

【公開番号】特開2002-12803(P2002-12803A)
【公開日】平成14年1月15日(2002.1.15)
【出願番号】特願2001-39612(P2001-39612)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｃ）メチル基又はメチレン基とカ
ルボキシル基とを有する酸のアンモニウム塩を含むことを特徴とするインクジェット用イ
ンク。
　　【請求項２】　（ｃ）のメチル基又はメチレン基とカルボキシル基とを有する酸のア
ンモニウム塩から選択される少なくとも１種の化合物の総含有量が、インク全量に対して
０．００５～２０重量％である請求項１に記載のインクジェット用インク。
　　【請求項３】　（ｃ）のメチル基又はメチレン基とカルボキシル基とを有する酸のア
ンモニウム塩が、該インクの色調に実質的に影響を与えないものである請求項１又は２に
記載のインクジェット用インク。
　　【請求項４】　（ｃ）のメチル基又はメチレン基とカルボキシル基とを有する酸が、
炭素数１０以下、酸素数が３～６の酸である請求項１～３のいずれか１項に記載のインク
ジェット用インク。
　　【請求項５】　（ｃ）のメチル基又はメチレン基とカルボキシル基とを有する酸が、
マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、乳酸、リンゴ酸、アスパラギン酸及びグ
ルタミン酸から選択される少なくとも１種である請求項１～４のいずれか１項に記載のイ
ンクジェット用インク。
　　【請求項６】　（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｄ）アルドン酸アンモニウム塩を
含むことを特徴とするインクジェット用インク。
　　【請求項７】　（ｄ）のアルドン酸アンモニウム塩の少なくとも一種が、グルコン酸
アンモニウム塩である請求項６に記載のインクジェット用インク。
　　【請求項８】　（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｅ）クエン酸一アンモニウム、ク
エン酸二アンモニウム及びクエン酸三アンモニウムから選択される少なくとも１種の化合
物を含むことを特徴とするインクジェット用インク。
　　【請求項９】　（ｅ）のクエン酸一アンモニウム、クエン酸二アンモニウム及びクエ
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ン酸三アンモニウムから選択される少なくとも１種の化合物の総含有量が、インク全量に
対して０．００５～２０重量％である請求項８に記載のインクジェット用インク。
　　【請求項１０】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから該インクを吐出さ
せるためのヒータを有する記録ヘッドが設けられているインクジェット記録装置における
上記ヒータ表面へのコゲ付着低減方法であって、該ヒータが金属及び／又は金属酸化物を
含む最表面保護層を備え、且つ、上記インクに、請求項１～５のいずれか１項に記載のイ
ンクを用いることを特徴とするヒータへのコゲ付着低減方法。
　　【請求項１１】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから該インクを吐出さ
せるためのヒータを有する記録ヘッドが設けられているインクジェット記録装置における
上記ヒータ表面へのコゲ付着低減方法であって、該ヒータが金属及び／又は金属酸化物を
含む最表面保護層を備え、且つ、上記インクに、請求項６又は７に記載のインクを用いる
ことを特徴とするヒータへのコゲ付着低減方法。
　　【請求項１２】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから該インクを吐出さ
せるためのヒータを有する記録ヘッドが設けられているインクジェット記録装置における
上記ヒータ表面へのコゲ付着低減方法であって、該ヒータが金属及び／又は金属酸化物を
含む最表面保護層を備え、且つ、上記インクに、請求項８又は９に記載のインクを用いる
ことを特徴とするヒータへのコゲ付着低減方法。
　　【請求項１３】　金属及び／又は金属の酸化物が、タンタル及び／又はタンタルの酸
化物である請求項１０～１２のいずれか１項に記載のヒータへのコゲ付着低減方法。
　　【請求項１４】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法において、請求項１～５のいずれか１項に記載のインクを用
いることを特徴とするインクジェット記録方法。
　　【請求項１５】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法において、請求項６又は７に記載のインクを用いることを特
徴とするインクジェット記録方法。
　　【請求項１６】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法において、請求項８又は９に記載のインクを用いることを特
徴とするインクジェット記録方法。
　　【請求項１７】　インクを収容しているインク収容部、該インク収容部から導かれた
インク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有するインクジェット記録ヘッ
ド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号を印加する手段を具備してい
るインクジェット記録装置であって、上記ヒータが金属及び／又は金属酸化物を含む最表
面保護層を具備し、且つ、上記インクが請求項１～５のいずれか１項に記載のインクであ
ることを特徴とするインクジェット記録装置。
　　【請求項１８】　インクを収容しているインク収容部、該インク収容部から導かれた
インク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有するインクジェット記録ヘッ
ド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号を印加する手段を具備してい
るインクジェット記録装置であって、上記ヒータが金属及び／又は金属酸化物を含む最表
面保護層を具備し、且つ、上記インクが請求項６又は７に記載のインクであることを特徴
とするインクジェット記録装置。
　　【請求項１９】　インクを収容しているインク収容部、該インク収容部から導かれた
インク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有するインクジェット記録ヘッ
ド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号を印加する手段を具備してい
るインクジェット記録装置であって、上記ヒータが金属及び／又は金属酸化物を含む最表
面保護層を具備し、且つ、上記インクが請求項８又は９に記載のインクであることを特徴
とするインクジェット記録装置。
　　【請求項２０】　金属及び／又は金属酸化物が、タンタル及び／又はタンタルの酸化
物である請求項１７～１９のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
　　【請求項２１】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法に用いられる、インクに熱エネルギーを付与するヒータを具
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備している記録ヘッドの長寿命化方法であって、該ヒータに金属及び／又は金属酸化物を
含む最表面保護層を設けると共に、上記インクに請求項１～５のいずれか１項に記載のイ
ンクを用いることを特徴とする記録ヘッドの長寿命化方法。
　　【請求項２２】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法に用いる、インクに熱エネルギーを付与するヒータを具備し
ている記録ヘッドの長寿命化方法であって、該ヒータに金属及び／又は金属酸化物を含む
最表面保護層を設けると共に、上記インクに請求項６又は７に記載のインクを用いること
を特徴とする記録ヘッドの長寿命化方法。
　　【請求項２３】　インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから吐出させる工程を
含むインクジェット記録方法に用いる、インクに熱エネルギーを付与するヒータを具備し
ている記録ヘッドの長寿命化方法であって、該ヒータに金属及び／又は金属酸化物を含む
最表面保護層を設けると共に、上記インクに請求項８又は９に記載のインクを用いること
を特徴とする記録ヘッドの長寿命化方法。
　　【請求項２４】　インクを収容しているインク収容部と、該インクを熱エネルギーの
作用によりオリフィスから吐出させるためのインクジェット記録ヘッド部とを有する記録
ユニットであって、該インクジェット記録ヘッドは、該ヒータに熱エネルギーを印加する
ための金属及び／又は金属酸化物を含む最表面保護層を備えたヒータを具備し、該インク
が、請求項１～９のいずれか１項に記載のインクであることを特徴とする記録ユニット。
　　【請求項２５】　前記金属及び／又は金属酸化物がタンタル及びタンタルの酸化物で
ある請求項２４に記載の記録ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００７】
　　【課題を解決するための手段】
［第一の発明］
　本発明の第一の発明によれば、（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｃ）メチル基又はメ
チレン基とカルボキシル基とを有する酸のアンモニウム塩を少なくとも１種含むインクジ
ェット用インクが提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第一の発明の他の実施態様によれば、インクに熱エネルギーを印加してオリフィスから
吐出させる工程を含むインクジェット記録方法において、前記のインクジェット用インク
を用いるインクジェット記録方法が提供される。
　又、第一の発明の他の実施態様によれば、インクを収容しているインク収容部、該イン
ク収容部から導かれたインク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有するイ
ンクジェット記録ヘッド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号を印加
する手段を具備しているインクジェット記録装置であって、上記ヒータが金属及び／又は
金属酸化物を含む最表面保護層を具備し、且つ、上記インクが前記のインクジェット用イ
ンクであるインクジェット記録装置が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１４】
［第二の発明］
　本発明の第二の発明によれば、（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｄ）アルドン酸アン
モニウム塩を含むインクジェット用インクが提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第二の発明の他の実施態様によれば、インクを収容しているインク収容部、該インク収
容部から導かれたインク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有するインク
ジェット記録ヘッド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号を印加する
手段を具備しているインクジェット記録装置であって、上記ヒータが金属及び／又は金属
酸化物を含む最表面保護層を具備し、且つ、上記インクが、（ａ）色材、（ｂ）液媒体、
及び（ｄ）アルドン酸アンモニウム塩を含むインクジェット用インクであるインクジェッ
ト記録装置が提供される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
［第三の発明］
　又、本発明の第三の発明によれば、（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｅ）クエン酸一
アンモニウム、クエン酸二アンモニウム及びクエン酸三アンモニウムから選択される少な
くとも１種の化合物を含むインクジェット用インクが提供される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　又、第三の発明の他の実施態様によれば、（ａ）色材、（ｂ）液媒体、及び（ｅ）クエ
ン酸一アンモニウム、クエン酸二アンモニウム及びクエン酸三アンモニウムから選択され
る少なくとも１種の化合物を含むインクジェット用インクを収容しているインク収容部、
該インク収容部から導かれたインク流路内のインクに熱エネルギーを付与するヒータを有
するインクジェット記録ヘッド、及び記録情報に応じて上記ヒータにパルス状の電気信号
を印加する手段を具備しているインクジェット記録装置が提供される。
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